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平成１７年度杉並区一般会計等補正予算 

 
平成 17 年度杉並区一般会計補正予算（第 6号）、国民健康保険事業会計補正予

算（第１号）、介護保険事業会計補正予算（第 1号）の概要は以下のとおりです。 
 

１ 各会計歳入歳出予算の補正（総括表） 
単位：千円 

会 計 補 正 前 今回補正額 補 正 後 
一 般 会 計 ( 補 正 第 6 号 ) 131,774,514 7,070,370 138,844,884 
国 民 健 康 保 険 事 業 会 計 45,551,766 0 45,551,766 
介 護 保 険 事 業 会 計 24,145,474 △75,428 24,070,046 
 

 
 

２ 一般会計補正予算（第６号）の概要 
 
●補正事業             ３６事業 
●補正予算額     ７０億７，０３７万円 
●財源更正             １０事業 
 
歳入予算については、三位一体の改革により一般財源化された国庫支出金、都
支出金の減額と所得譲与税の増額を見込み、さらに特別区民税、利子割交付金、
配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、特別区財政調整交付金の増額が見込ま
れ補正を行いました。 
事業予算の増減補正額を差し引いた増収分は、将来の財政需要に備え、かつ実
施計画事業を着実に推進するための財源として、施設整備基金、財政調整基金、
災害対策基金などに積み立てます。なお、財源更正の１０事業については、事業
費は変更ありませんが、三位一体の改革による国庫支出金などの一般財源化によ
り財源の内訳を変更するものです。 
 
一般会計予算規模                                            単位：千円 

特 定 財 源       
予 算 額 国・都支出金 そ の 他 一 般 財 源

補正前の額 131,774,514 19,753,154 6,760,739 105,260,621 
補 正 額   7,070,370 △450,955 △97,637 7,618,962 
補正後の額 138,844,884 19,302,199 6,663,102 112,879,583 
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（１）主な歳出事業 
 
 ●施設整備基金積立金                         
 今後の小中学校改築などに対応するために「施設整備基金」の積立に要する
経費を計上しました。 

                 （18 億 4991 万円） 
 ●財政調整基金積立金 
「三位一体の改革」による影響など、今後の財政需要に適切に対処するため
に「財政調整基金」の積立に要する経費を計上しました。 

                            （47 億 5000 万円） 
 ●災害対策基金積立金 
  今後の災害時の臨時的需要に備え、区民の安全・安心を確保するために「災
害対策基金」の積立に要する経費を計上しました。 

                               （10 億円） 
 ●ＮＰＯ等活動推進 
  今後のＮＰＯ等の活動を積極的に支援するために「ＮＰＯ支援基金」の積立
に要する経費を計上しました。 
                          （1500 万円） 

●福祉サービス利用者保護 
成年後見制度の利用促進等を図るため、区と社会福祉協議会が共同で設置す
る（仮称）杉並区成年後見センターの設立に要する経費を計上しました。 

                    （200 万円） 
●国民健康保険事業会計繰出金 
  国民健康保険事業の実績に応じ、必要となる一般会計からの繰出しに要する
経費を計上しました。 

                 （14 億 3872 万円） 
●保育園維持管理 
 高円寺南保育園隣地の購入に要する経費を計上しました。 

  （1億 3742万円） 
 ●自転車駐車場等整備 
  高円寺自転車集積所用地を、土地開発公社から買戻すために要する経費を計
上しました。 

                          (1260万円) 
 ●みどりの基金 
  みどりの保全及び緑化推進を一層促進するために「みどりの基金」の積立に
要する経費を計上しました。 

                          (5000万円) 
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●特別区債元金償還 
  学校施設整備資金貸付金（ＮＴＴ無利子貸付）の繰上償還及び平成 16 年度
に借り替えた減税補てん債の償還元金が確定したことにより、償還に要する
経費を計上しました。 

                  （1 億 2299 万円） 
 

● 平成 17 年度事業費の精算を行う等により減額となった主な事業 
・議員報酬                         (△2843 万円) 
・議会運営費                        (△763 万円) 
・職員人件費                          (△9 億円) 
・行政情報化の整備                  (△2 億 8582 万円) 
・介護保険事業会計繰出金                 （△6225 万円） 
・家事・付き添いサービス                 （△3102 万円） 
・災害弔慰金の支給等                （△2億 9300 万円） 
・施設建設助成                      （△5669 万円） 
・児童手当・児童育成手当支給               （△2004 万円） 
・被保護世帯に対する法外援護               （△866 万円） 
・生活保護費                    （△3億 5720 万円） 
・予防接種                        （△3015 万円） 
・ふれあい道路の整備                   （△2000 万円） 
・都市計画道路                      （△6300 万円） 
・ごみ収集管理                      （△2000 万円） 
・一部事務組合等負担金                  （△1157 万円） 
・特別区債利子支払                  (△1 億 1280 万円) 

 
 
（２）繰越明許費補正 
 
次の２件を追加しました。                  単位：千円 

５ 都市整備費 ３ 土木建設費

５ 都市整備費 ３ 土木建設費 駅 周 辺 の 施 設 整 備

ふ れ あ い 道 路 の 整 備 ２０，０００

款 項 事　　　　業　　　　名 金　　　　額

２２３，２００
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（３）債務負担行為補正 
 
次の１件を追加しました。                  単位：千円 

期　　　　間事　　　　項 限　　度　　額

社会福祉法人聖救主福祉会に対する認
知症高齢者グループホーム・認知症対応
型デイサービスセンター建設助成

平成１８年度まで ４１，０００

 
次の１件を変更しました。                  単位：千円 

期　　　　間

平成１８年度まで

期　　　　間

平成１８年度まで

事　　　　項 限　　度　　額

４２，０００

補　　　　正　　　　後

事　　　　項 限　　度　　額

株式会社大起エンゼルヘルプに対する
都市型多機能拠点建設助成

株式会社大起エンゼルヘルプに対する
都市型多機能拠点建設助成

３１，０００

補　　　　正　　　　前

 
 
（４）地方債補正 
 災害援護資金貸付金について、貸付件数の実績による減に伴い起債限度額の補
正を行いました。 
補正後は 2事業で起債限度額の総額は 8億 700 万円になりました。 
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３ 国民健康保険事業会計補正予算（第１号）の概要 
 
●補正事業      ２事業 
●補正予算額      ０円 
●財源更正         ７事業 
●歳入  国民健康保険料の減額              △9億 649万円 
          療養給付費等負担金の減額           △23億 4184万円 
     療養給付費等交付金の増額              4億 2940万円 
          都財政調整交付金の計上                 11億円 
          一般会計繰入金の増額              14億 3872万円 
     繰越金の増額                   2億 8021万円 
●歳出  退職被保険者等療養給付費の増額          6億 4496万円 
     老人保健医療費拠出金の減額           △6億 4496万円 
  

実績による増減の補正を行い、必要な財源更正を行いました。 
 
 
４ 介護保険事業会計補正予算（第１号）の概要 
 
●補正事業             3事業 
●補正予算額     △７，５４２万８千円 
●財源更正                3事業 
●歳入  介護保険料の減額                △1億 1490万円 
          介護保険サービスの給付実績の減による国庫支出金・支払基金交付

金・都支出金等の減額              △3 億 2291 万円 
          一般会計繰入金の減額                △6225万円 
     繰越金の増額                   4億 2074万円 
          介護費用適正化緊急対策給付金の計上          389万円 
●歳出  介護保険サービスの給付実績の減による保険給付費等の減額 

         △4億6684万円 
     国庫等への返還金を計上              1億 7892万円 
     一般会計繰出金を計上               2億 1249万円 
 

介護保険サービスの給付実績が当初の介護保険事業計画の見込みより減と
なるために補正を行い、必要な財源更正を行いました。 


